
市の花／つつじ 

【書の心●誰にも親しんでもらえる書】 

2.1
2007.No.861

　漢字かな交じり近代詩文書。今回は坂村真
民の詩（花無心）を素材とし紹介します。詩
のイメージとして高朗清澄で教養の諭（人
品）とし如何に書表現すべきか、真面目すぎ 

て響のない平凡に終わっては、さりとて行き
すぎて生命感を毀すことになっては、と行間
の美と空間を活かすために字形の大小を追究
しました。 

鹿島紫龍 
か しま しりゅう 

い か 

さとし 

こわ 
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・
環
境
保
全
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・
核
兵
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廃
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・
安
全
・
安
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ま
ち
で
す 

 

広報いわくら　2007年2月1日号　No.861

裏表紙 五条川２４橋 
名神側道北橋 

梅の香りと口臭について 市・県民税の申告、所得税の確定申 

告が始まります 

愛知県知事選挙 

介護保険要介護認定者の医療控除 

（おむつ代）に使用する「確認証」 

を発行します 

介護保険サービスの利用料が医療費控 

除の対象になる場合があります 

「五条川の桜を守ろう」市民フォー 

ラムを開催します 

農業体験塾生を募集します（三次募集） 

市民農園利用者募集 

「オーケストラの日」～セントラル 

愛知＆岩倉ジュニアオーケストラ 

合同演奏会～ 

市政の窓 ３ 

…３ 

…６ 

 

 

…８ 

 

…８ 

 

…８ 

…９ 

…９ 

 

 

…９ 

送りつけ商法～市民相談室の事例 
から～ 

１０ 知っておきたい健康講座 

岩倉南部中学校 

２０ 市民のひろば　いわくらネットワーク 

１１ 消費者トラブルに巻き込まれないために 

学校通信 

新春コンサート・新成人のつどい・ 
消防出初式 

２２ 

育児と仕事 

男女共同参画をめざして １１ 

フォトニュース ２３ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １２ 

子ども将棋大会 
子育て支援講演会 
わくわくコンサート 
ミニミニコンサート 
中国国際放送局「切り紙」展 
児童館日曜祝日開館行事 
市民ギャラリー情報　 　 　 　 ほか 

空き家・空き地をお持ちの人へ 
防犯対策助成金交付制度 
児童手当の申請をお忘れではありませんか 

催し １２ 
国民健康保険税嘱託徴収員 
市民相談員 
児童館・地域交流センターみどりの 
家パート職員の登録 
いわくらフリーマーケット出店者 
小中学校臨時講師および補助職員等 

募集 １４ 

糖尿病予防の栄養教室　　　　ほか 
健康 １５ 

手続き １３ 

守ってくださいごみだしルール 
多重債務者相談・市民相談　　 ほか 

相談・その他 １６ 
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●
市
政
の
窓
●
 

市
・
県
民
税
の
申
告
、所
得
税
 

の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
 

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申

告
会
場
 

　
平
成
１９
年
度
分
の
市
・
県
民
税
の
申
告

相
談
を
、
２
月
１
日
（木）
か
ら
３
月
１５
日

（木）
ま
で
市
役
所
２
階
の
税
務
課
で
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
期

間
中
の
２
月
１６
日
（金）
か
ら
２８
日
（水）
の

間
は
岩
倉
市
役
所
７
階
が
申
告
会
場
と
な

り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
 

　
平
成
１８
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、「
岩
倉
会
場（
岩
倉
市
役
所
）
」
と
「
小

牧
会
場
（
小
牧
市
公
民
館
）
」（
小
牧
市
市

民
会
館
併
設
）
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

岩
倉
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
２８
日

（水）
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
牧
会
場
に
つ
き

ま
し
て
は
、
２
月
６
日
（火）
か
ら
３
月
１５
日

（木）
ま
で
行
っ
て
お
り
、
２
月
１８
日
（日）
・

２５
日
（日）
も
開
設
し
ま
す
（
上
記
以
外
の

土
・
日
曜
日
・
振
替
休
日
は
開
設
し
ま
せ

ん
）
。
な
お
、
２
月
６
日
（火）
か
ら
２
月
１５

日
（木）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
還
付
申
告
の

み
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
今
年
も
、
ご
自
身
で
ご
記
入
い
た
だ
く

巡
回
指
導
方
式
を
主
と
し
て
行
い
ま
す
。
 

市
・
県
民
税
の
申
告
の
必
要
な
人
は
…
 

　
今
年
１
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
に
住
所

が
あ
り
、
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
、
給
与
所

得
だ
け
の
人
で
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ

「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い

る
人
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
な
お
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
医
療
費
控

除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。
 

※
公
的
年
金
等
だ
け
の
人
で
も
、
計
算
の

結
果
、
所
得
税
の
納
付
ま
た
は
還
付
と
な

る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
申
告
が
必
要
と
 

な
り
ま
す
。
 

①
営
業
、
農
業
等
の
事
業
所
得
、
雑
所
得

等
が
あ
っ
た
人
 

②
不
動
産
、
利
子
、
配
当
等
の
所
得
が
あ

っ
た
人
 

③
給
与
所
得
の
他
に
前
記
①
、
②

の
所
得
等
が
あ
っ
た
人
 

※
所
得
税
の
申
告
で
は
、
通
常
、

給
与
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
２０
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・
県
民
税
の

申
告
は
必
要
で
す
。
 

④
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
昨
年

途
中
で
退
職
し
、
今
年
１
月
１
日

現
在
就
職
し
て
い
な
い
人
 

⑤
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
等
を

受
け
る
人
 

⑥
所
得
税
で
源
泉
分
離
課
税
を
選

択
し
た
配
当
所
得
が
あ
っ
た
人
 

所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
な
人

は
…
 

　
平
成
１８
年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
か
ら
雑
損
控
除
、
そ
の
他

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
差
し
引

い
た
金
額
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
た
税
額

が
配
当
控
除
の
額
と
定
率
減
税
の
合
計
額

よ
り
も
多
い
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

小
牧
会
場
（
小
牧
市
公
民
館
）
 

  

至犬山  至犬山  

至名古屋  至春日井  

至 
春 
日 
井 

至 
春 
日 
井   

至 

至
桃
花
台

至
桃
花
台
 

至
桃
花
台
 

春 
日 
井   

村中  自才前  

常普請三東  桜井  花塚橋南  

小牧原  

新町三東  間々本町  市民会館北  
至 
一 
宮 

至 
一 
宮   

至 
岩 
倉 

至 
岩 
倉   

至 
一 
宮   

至 
岩 
倉   

国 
道 
４ １ 
号 
線   

犬 
山 
公 
園 
小 
牧 
線   

県 
道 
名 
古 
屋 
犬 
山 
線   

新国道 １ ５ ５ 号線  

●G S 

●G S ●J A小牧  

●〒  

●小牧小学校  

● 中 部 公 民 館   市 民 病 院 ●   ●中部公民館  市民病院●  

パチンコ ●  

小牧警察署●  

小牧城●  

市役所★  

ラピオ●  

コンビニ●  

パチンコ●  
小 牧   

イ ン タ ー   
小牧  

インター  

小 
牧 
駅   

★   
小 牧 税 務 署   

★  
小牧税務署  

小牧市公民館  

東名高速道路  

N 
〔
交
通
機
関
〕名
鉄
バ
ス
小
牧
駅
行（
小
牧
市
役
所
前
経
由
・
小
牧
市
民
病
院
前
経
由
） 

中
町
下
車
徒
歩
約
１０
分（
小
牧
駅
下
車
の
場
合
は
、徒
歩
約
１５
分
） 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
…
 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
毎
月
の
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
さ
れ
る
と
き
に
所

得
税
が
天
引
き
（
源
泉
徴
収
）
さ
れ
、
毎

月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計
額
と

１
年
間
の
給
与
総
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
年
税
額
と
の
差
額
が
、
１２
月
に
精
算

（
年
末
調
整
）
さ
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

①
平
成
１８
年
中
に
支
払
い
を
受
け
る
給

与
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
２
千
万
円

を
超
え
る
人
 

②
１
か
所
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
人
で
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所

得
以
外
の
各
種
所
得
の
金
額
の
合
計
額
が

２０
万
円
を
超
え
る
人
 

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
を
受
け
な

い
従
た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
の
金
額
と

の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
人
 

④
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、

そ
の
同
族
会
社
か
ら
給
与
等
の
ほ
か
に
、

貸
付
金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
や
土
地
な

ど
の
賃
貸
料
、
機
械
・
器
具
の
使
用
料
な

ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
 

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
の
還

付
を
受
け
ら
れ
る
人
は
…
 

　
次
の
よ
う
な
人
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
額
や
予
定
納
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人
 

②
給
与
所
得
者
で
、
平
成
１８
年
の
途
中
で

退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、

年
末
調
整
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
 

確
定
申
告
は
、こ
ん
な
点
に
注
意
を
！
 

所
得
控
除
 

●
医
療
費
控
除
　
平
成
１８
年
中
に
支
払

っ
た
医
療
費
の
金
額
か
ら
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を
差
し
引
き
、
更
に

１０
万
円
と
総
所
得
金
額
等
の
５
㌫
と
の

い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引
い
て
計

算
し
ま
す
（
最
高
限
度
額
２
０
０
万
円
）
。 

●
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
　
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
平
成
１８
年
中
の
合
計
所

得
金
額
が
３８
万
円
以
下
で
あ
る
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
 

★
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
そ
の
他
の

親
族
 

★
都
道
府
県
知
事
か
ら
養
育
を
委
託
さ
れ

た
児
童
 

★
老
人
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
養
護
受
託

者
に
委
託
さ
れ
た
老
人
 

※
青
色
事
業
専
従
者
ま
た
は
、
白
色
事
業

専
従
者
は
除
き
ま
す
。
 

●
配
偶
者
特
別
控
除
　
申
告
す
る
本
人
の

合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
で
配
偶

者
の
合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
を
超
え

７６
万
円
未
満
の
場
合
は
、
配
偶
者
特
別
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
配
偶
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
を
除
き
ま
す
。
 

★
他
の
人
の
扶
養
親
族
と
さ
れ
る
場
合
 

★
青
色
事
業
専
従
者
 

★
白
色
事
業
専
従
者
 

●
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
確
定
申
告
　
災

害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害

を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
所
得
税
法
に
よ
る

雑
損
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
に
は
…
 

　
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
ま
た
は
中

古
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
れ
ば
入
居
し
た
年
か
ら
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

★
入
居
日
が
平
成
１３
年
７
月
１
日
か
ら

平
成
１８
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
場
合
は
、

１０
年
間
 

●
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類
な
ど
 

★
住
民
票
の
写
し
 

★
家
屋
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
 

★
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
等
証
明
書
 

★
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約
書
な
ど
で
、

家
屋
の
取
得
の
価
格
の
額
等
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
の
写
し
 

★
住
宅
と
と
も
に
取
得
し
た
敷
地
等
に
係

る
ロ
ー
ン
等
に
つ
い
て
こ
の
控
除
の
適
用

を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
敷
地
等
の
登

記
簿
謄
（
抄
）
本
、
お
よ
び
、
売
買
契
約

書
等
の
写
し
 

★
源
泉
徴
収
票
 

★
印
か
ん
 

　
な
お
、
自
己
の
所
有
し
て
い
る
家
屋
に

つ
い
て
、
増
築
ま
た
は
改
築
さ
れ
た
場
合

も
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。提
出

書
類
等
、
詳
し
く
は
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

所
得
税
確
定
申
告
書
様
式
 

　
確
定
申
告
書
の
様
式
は
２
種
類
で
す
。
 

★
確
定
申
告
書
Ａ
…
申
告
す
る
所
得
が
給

与
所
得
、
年
金
な
ど
の
雑
所
得
、
配
当
所

得
、
一
時
所
得
だ
け
で
予
定
納
税
額
の
な

い
人
が
使
用
で
き
る
申
告
書
で
す
。
 

★
確
定
申
告
書
Ｂ
…
所
得
の
種
類
に
か
か

わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
る
申
告

書
で
す
。
 

★
分
離
課
税
な
ど
は
別
表
に
…
土
地
・
建

物
な
ど
を
譲
渡
し
た
場
合
、
確
定
申
告
書

Ｂ
（
第
１
表
・
第
２
表
）
と
第
３
表
（
分

離
課
税
用
）
を
併
せ
て
使
用
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
小
牧
税
務
署
（
☎
０
５
６
８

‐
７
２
‐
２
１
１
１
）
（
音
声
案
内
で
、

「
１
」
か
「
２
」
を
選
択
し
、
ご
用
件
を

お
話
し
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
、
税
務
課
課

税
第
１
係（
☎
３
８
‐
５
８
０
６
）ま
で
。
 

国から地方への税源移譲に伴い、住民税と所得税の税率が変更されます。住民税（市民税＋
県民税）が増えても所得税が減るため、税源移譲による負担の増減はありません。ただし、
平成１９年度住民税、平成１９年分所得税から定率減税が廃止されるため、その分負担増と
なります。市民の皆さんのご理解をお願いします。 
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岩倉市では、市・県民税、所得税の申告税務相談を次のとおり受け付けます。 
申告期限間際になると会場が大変混雑しますので、お早めに申告を済ませましょう。 

市・県民税、所得税の申告税務相談 

青色・白色決算、消費税（簡易課税）申告 

贈与・譲渡所得等の確定申告 

●源泉徴収票など収入金額や必要経費の金額がわかるもの 
●国民健康保険、介護保険などの社会保険料の支払金額がわかるもの 
●国民年金保険料等の支払証明書 
●生命保険、損害保険の支払証明書 
●その他、医療費の領収書など 
●印鑑、筆記用具、計算用具 
●申告書（郵送してある人） 

お持ちいただく書類など 

★岩倉会場（市役所）・・・午前９時～正午、午後１時～４時 
★小牧会場（小牧市公民館）・・・午前９時～正午、午後１時～５時 
★愛知北農協岩倉支店（本町神明西１１） 
　※農業所得のある人のみ・・・午前９時～正午、午後１時～４時（３月１５日（木）のみ午前９時～正午） 

とき・ところ等 

・せっかく申告にお出かけいただいても、必要書類の不足で申告できなかったり、申告書に必要事項が記入されてい
　ないと長くお待たせすることがあります。申告の際は、必ず事前に住所・氏名・扶養家族氏名などを申告書に記入
　しておいていただきますようお願いします。 
・市役所の駐車場の駐車台数には限りがありますので、自転車等をご利用いただくなど市民の皆様のご協力をお
　願いいたします。 

　贈与・譲渡・相続の確定申告は、申告期間中、小牧市公民館（小牧市市民会館併設）で行います（申告の際には、必
要書類をご持参してください）。 
　なお、岩倉市役所では、贈与・譲渡・相続の確定申告の受付等はできません。 
　詳しくは、小牧税務署（☎０５６８－７２－２１１１）へお問い合わせください。 

※なお、上記相談日のほかに、青色・白色決算申告につきましては２月２８日（水）から３月１５日（木）までの期間は、土・日曜
　日を除き、随時、岩倉市商工会館１階で受け付けます。 

★　お　願　い　★ 

岩倉市商工会館２階（中本町西出口３１－１） ２月１５日（木）・１６日（金） 午前９時～正午、午後１時～４時 

と こ ろ  と 　 き  

金 土 日 月 火 水 木 
２／１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ３／１ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

小牧会場 

小牧会場 
岩倉会場 

小牧会場 
岩倉会場 

小牧会場 
岩倉会場 

小牧会場 
岩倉会場 

小牧会場 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 小牧 
会場 

小牧 
会場 

岩倉会場 
小牧会場 
岩倉会場 

小牧会場 
岩倉会場 

小牧会場 
岩倉会場 

小牧会場 
岩倉会場 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 

小牧会場 
※ 農業所得のある人は 
　 愛知北農協岩倉支店 
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愛
知
県
知
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
知
事
選
挙
は
、
あ
な
た
が

県
政
に
参
加
す
る
大
切
な
機
会
で
す
。
「
自
分
一

人
く
ら
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
捨
て
、
ぜ
ひ
投
票

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

■
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
 

　
昭
和
６２
年
２
月
５
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
１８
年
１０
月
１７
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
転
入
届
を
し
）
引
き
続
き
平
成
１９
年
１
月
１７
日

ま
で
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
 

■
市
内
に
転
入
さ
れ
た
人
 

　
平
成
１８
年
１０
月
１８
日
以
降
に
転
入
届
を
出
さ
れ

た
人
は
、
岩
倉
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
岩
倉
市
で
は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
前
住
所
地
が
愛
知
県
内
の
場
合
に
は
、

特
別
な
場
合
を
除
き
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
投
票
す
る
と
き
に
は
、
岩
倉
市
長
の
証

明
書
（
引
き
続
き
愛
知
県
内
の
区
域
に
住
所
を
有

す
る
証
明
書
）
が
必
要
で
す
の
で
、
該
当
す
る
人

は
、
市
民
窓
口
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

■
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
 

　
岩
倉
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
た
人

で
平
成
１８
年
１０
月
１８
日
以
降
に
岩
倉
市
か
ら
愛
知

県
内
の
他
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
人
、
ま
た
は

さ
れ
る
人
は
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、
岩
倉
市
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
投
票
に
は
新
住
所
地
の
市
町
村
長
の
証

明
書
（
引
き
続
き
愛
知
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
証
明
書
）
が
必
要
で
す
の
で
、
そ
の
証
明
書

を
新
住
所
地
の
市
役
所
等
で
交
付
を
受
け
て
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
期
日
前
投
票
 

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む
を
得
な
い
理

由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
投
票
日
の
前
日

ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

★
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間
 

　
２
月
３
日
（土）
ま
で
 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時
 

★
期
日
前
投
票
場
所
 

　
市
役
所
２
階
会
議
室
１
 

　
期
日
前
投
票
に
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
（
未
着
の
場
合
は
不
要
で
す
）
。
 

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
 

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
選
挙
人
で
、
障
害
の
程
度
が
そ
れ
ぞ
 

              

れ
表
に
該
当
す
る
人
、
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
 

者
で
介
護
保
険
証
に
要
介
護
５
の
記
載
が
さ
れ
て
 

い
る
人
で
す
。
 

　
郵
便
で
不
在
者
投
票
す
る
た
め
に
は
、
前
も
っ

て
郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
選

挙
管
理
委
員
会
へ
詳
細
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

■
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
 

　
病
気
、
ケ
ガ
な
ど
で
入
院
さ
れ
て
い
る
人
で
、

投
票
当
日
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合
は
、
指
定

の
病
院
・
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
長
ま
た
は

施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

■
代
理
投
票
な
ど
 

　
文
字
の
書
け
な
い
人
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

厳
正
な
立
ち
会
い
の
も
と
に
係
員
が
あ
な
た
の
投

票
し
た
い
候
補
者
の
名
前
を
代
筆
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
点
字
の
で
き
る
人
は
、
点
字
投
票
も
で

き
ま
す
。
 

　
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

■
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い
と
き
、
紛

失
し
た
と
き
 

　
投
票
所
入
場
券
は
、
棄
権
防
止
、
投
票
所
の
整

理
な
ど
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す

の
で
、
入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
選
挙
権
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
 

　
入
場
券
が
届
か
な
い
と
き
、
ま
た
は
紛
失
さ
れ

た
と
き
は
、
投
票
当
日
、
直
接
、
投
票
所
の
受
付

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
３
８

‐
５
８
２
３
）
ま
で
。
 

交付手帳名 

障害の種類 

両 下 肢・体 幹  

移 動 機 能  

免　　　　　疫 

特別項症から第２項 
症まで 

特別項症から第３項 
症まで 

心臓・じん臓・呼吸器 
ぼうこう・直腸・小腸 

１級・２級 

１級・３級 

１級～３級 

身体障害者 
手　　　帳 戦傷病者手帳 

県政に　とどけこの声　この一票

愛知県知事選挙愛知県知事選挙愛知県知事選挙
投票日／�2�月�4�日（日）����午前�7�時〜午後�8�時
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投票所が変わりました 
ので、ご注意ください。 

北第一投票所  北第二投票所  

中第二投票所  中第一投票所  天神投票所  上投票所  

中央投票所  南第二投票所  

下投票所  期日前投票場所　市役所2 階　会議室1 

西投票所  

東投票所  

南第一投票所  

八剱町  

名神高速道路  
名神高速道路  

井上町  （　　）  神野町  
石仏町  （　　）  

大 市 場 町   

昭和町一丁目 ・ 二丁目  
下　本　町  （　  　　）  

中本町  西市町  
鈴井町  
泉　町  
宮前町  

下本町  
上市場  （　    ）  

稲　荷　町  

昭和町三丁目  
曽　野　町  （　   　 ）  

（　    ）  

大 地 町   
大地新町  
川 井 町   
南 新 町   

（　     ）  北島町  

（東新町）  

野寄町  （　    ）  

東　町  
中野町  
北　口  
門　前  

（　    ）  

栄　町  
中央町  
旭　町  
新柳町  

（　    ）  

大山寺町   
大山寺元町  
大山寺本町  
五　条　町  

（　   　 ）  

五 
条 
川   

八 
剱 
会 
館   

石 
仏 
会 
館   

明治橋  国道 １ ５ ５ 号線  

石 
仏 
駅   

岩 
倉 
駅   

至 
岩 
倉 
団 
地 
　   

五 
条 
川 
　   

国道 １ ５ ５ 号線  

第三児童館  

地域交流センター   
くすのきの家   

地域交流センター  
くすのきの家  

神明  
生田神社  

信用金庫  

神明大一社  JA  

商工会館  旗屋  

西 
市 
バ 
ス 
停   

岩 
倉 
北   

小 
学 
校   

名 
鉄 
犬 
山 
線 

名 
鉄 
犬 
山 
線   

名 
鉄 
犬 
山 
線   

名 
鉄 
犬 
山 
線   

第 
二 
児 
童 
館     

岩倉北  
小学校  

新 
溝 
神 
社   

大上市場会館  

岩倉市役所   岩倉市役所  

名 
鉄 
犬 
山 
線   

至 
下 
本 
町   

名 
鉄 
犬 
山 
線 岩 

倉 
駅   

北島町  
公会堂  

白 
髭 
神 
社   

野寄  

至 
中 
市 
場   

県　道  

矢 
戸 
川   

グ 
ラ 
ウ 
ン 
ド   

団 
地 
集 
会 
所   

シ 

ピ 
ン 
グ 

シ 

ピ 
ン 
グ   

　 
　 
　 
　 

　 
　 
　 
　     

セ 
ン 
タ 
セ 
ン 
タ 

  

シ 

ピ 
ン 
グ   

　 
　 
　 
　    

セ 
ン 
タ 

  

至北島  至下本町  

南新町  

名 
古 
屋 
江 
南 
線 

名 
古 
屋 
江 
南 
線   
名 
古 
屋 
江 
南 
線   

石塚  
ガラス  

歩道橋   

岩倉   
南小学校   

歩道橋  

岩倉  
南小学校  

八百屋 神 
明 
社   

す 
し 
屋   第七児童館   第七児童館  

休憩所  
喫煙所  

トイレ  

トイレ  

多 
目 
的   

ト 
イ 
レ   

会議室 ２  

期日前投票場所  エレベーター  
ロビー  

相 
談 
室 
４   

相 
談 
室 
５   

庭園  
  

レストラン  

エスカレーター  吹抜  
  

税務課  

児童課  
会議室1 

東玄関  

エレベーター   
  

エレベーター  
  

エ 
レ 
ベ 

タ 

エ 
レ 
ベ 

タ 

  

エ 
レ 
ベ 

タ 

  

至南小   至南小  

ご確認ください  

開　票（岩倉市開票区） 

（主な行政区または、町名で記載してあります）  

（ ３８－５８２３）まで。  
● 問合先 　岩倉市選挙管理委員会  

● と　き 　２月４日（日）午後９時～  
  

● ところ 　 岩倉市総合体育文化センター 

あなたの投票所  

平日5 時以降および土・日曜日、祝日は、エスカレーターか西側の  
エレベーターをご利用ください。  

※選挙人は参観できます。  
　当日は混雑が予想されますので、 係員の指示  
　に従い、 会場では静粛にしてください。    

消防署 

用水路 

国衙公園 

防災コミュニティセンター 

（
天
神
公
園
内
） 
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お
む
つ
代
が
確
定
申
告
の
際
の
医
療
費

控
除
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
こ
と
と
、
治
 

                      

療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
医
師
が
証
明
し
た
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
 

た
だ
し
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
の
う
ち
、
次
の
用
件
全
て
を

満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
生
き
が
い
課
で

発
行
す
る
「
確
認
書
」
を
も
っ
て
代
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
の
条
件
に
該
当
し
な
い
場
合
 

                      

は
、
従
来
ど
お
り
医
師
が
発
行
す
る
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
 

●
交
付
条
件
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
こ
と
 

★
お
む
つ
代
に
つ
い
て
の
医
療
費
控
除
を

　
受
け
る
の
が
、
継
続
し
た
２
年
目
以
降

　
で
あ
る
こ
と
 

★
要
介
護
認
定
の
際
の
主
治
医
意
見
書
作

　
成
日
が
、
お
む
つ
を
使
用
し
控
除
を
受
 

                      

　
け
よ
う
と
す
る
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
 

★
主
治
医
意
見
書
の
障
害
高
齢
者
の
日
常

　
生
活
自
立
度
が
、「
寝
た
き
り
」
で
あ
る

　
こ
と
 

★
主
治
医
意
見
書
の
「
尿
失
禁
が
あ
る
」

　
で
あ
る
こ
と
 

●
申
請
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保

険
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

      　
昨
年
７
月
か
ら
、
五
条
川
の
桜
の
現
状

を
知
り
、
後
世
に
桜
並
木
を
残
す
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
学
ぶ
た
め
、

樹
木
医
を
講
師
と
し
て
毎
回
２０
数
名
の

受
講
者
が
桜
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
勉
強
会
の
報
告
と
、
こ
れ
か
ら
取

り
組
む
課
題
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
樹
木
医
の
先
生
に
は
五
条
川
の

桜
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
た
基
調
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

●
と
き
　
２
月
２４
日
（土）
午
後
２
時
〜
３

時
３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
く
す
の
き
の
家
１
階
ふ
れ
あ

い
交
流
ホ
ー
ル
（
中
本
町
西
出
口
１５
‐
 

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
 

の
医
療
費
控
除
（
お
む
つ
 

代
）に
使
用
す
る
「
確
認
 

証
」
を
発
行
し
ま
す
 

「
五
条
川
の
桜
を
守
ろ
う
」
 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
 

し
ま
す
 

＊介護予防サービスも含まれます。 
※１特別な居住費・特別な食費については対象となりません。 
※２２分の１が対象となります。 
※３同月内に医療系のサービスとあわせて利用した場合のみ対象とな
　ります。 
 
対象とならないサービス 
　認知症対応型共同生活介護（グループホーム）、特定施設入居者生
活介護、福祉用具貸与、生活援助中心の訪問介護 
 
●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８－５８１１）まで。 

　介護保険サービスを利用したときの利用者負担額や食費・居住費が、
医療費控除の対象になる場合があります。 
　確定申告の際に領収証を添付するか提示してください。 

介護保険サービスの利用料が医療費控除の 
対象になる場合があります 

対象となるサービス 

介護老人保健施設 

介護療養型医療施設 

短期入所療養介護 

通所リハビリテーション 

訪問看護 

訪問リハビリテーション 

居宅療養管理指導 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

○（※２） 

△（※３） 

△（※３） 

△（※３） 

△（※３） 

△（※３） 

◎ 

◎ 

◎ 

― 

― 

― 

― 

○（※２） 

× 

― 

― 

― 

× 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

― 

― 

― 

○（※２） 

× 

× 

― 

― 

× 

介護老人福祉施設 

短期入所生活介護 

通所介護 

訪問介護（生活援助中心型を除く） 

訪問入浴介護 

小規模多機能型居宅介護 

医
療
系
サ
ー
ビ
ス
 

サービスの種類 
利用者 
負担額 

居住費 
（※１） 

食費 
（※１） 
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１
）
 

●
基
調
講
演
　
塚
本
忠
男
さ
ん（
樹
木
医
）
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
６
６
‐
１
１
１
１
（
内
線
６
４
５
）
）

ま
で
。
 

      　
農
業
に
興
味
を
持
つ
人
を
対
象
に
農
業

体
験
塾
を
平
成
１８
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

　
こ
の
農
業
体
験
塾
は
、
市
内
の
農
家
や

県
農
業
改
良
普
及
課
・
農
協
の
職
員
に
い

ろ
い
ろ
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
作
物
を

植
え
、
育
て
、
収
穫
す
る
こ
と
に
よ
り
農

業
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

将
来
の
遊
休
農
地
の
活
用
や
農
業
の
担
い

手
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
 

　
野
菜
な
ど
の
作
り
方
を
勉
強
し
た
い
人
、

農
業
を
体
験
し
て
み
た
い
人
を
募
集
し
ま

す
。
 

●
募
集
期
間
　
２
月
１
日
（木）
〜
２３
日
（金）
 

●
参
加
費
　
無
料
 

※
た
だ
し
、
苗
、
肥
料
代
な
ど
は
実
費
徴

収
。
ま
た
、
鍬
や
鎌
な
ど
の
農
具
は
各
自

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
農
地
の
場
所
　
稲
荷
町
細
畑
地
内
の
畑

ほ
か
 

●
実
施
内
容
　
農
家
、
農
協
等
の
農
業
専

門
家
に
よ
る
技
術
指
導
を
受
け
な
が
ら
農

作
業
を
体
験
す
る
も
の
で
す
。
指
導
は
概

ね
月
２
回
で
基
本
的
に
は
日
曜
日
の
午
前

中
に
行
い
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
（
電
話
申

込
可
）
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜

作
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
充
実

し
た
余
暇
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
農
園
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
農
園
の
空
区
画
の
募
集
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
 

●
申
込
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
 

●
利
用
期
間
　
平
成
１９
年
４
月
〜
平
成

２０
年
３
月
（
更
新
５
年
間
の
延
長
可
）
 

●
利
用
料
金
　
年
間
３
千
円
 

●
募
集
区
画
数
 

★
東
町
市
民
農
園
　
　
　
２
区
画
 

★
石
仏
町
市
民
農
園
　
　
７
区
画
 

★
稲
荷
町
市
民
農
園
　
　
７
区
画
 

★
東
町
白
山
市
民
農
園
　
４
区
画
 

★
大
山
寺
町
市
民
農
園
　
３
区
画
 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
（
稲
荷
町
市
民
農
園
は
、
水
道
施
設
は

あ
り
ま
せ
ん
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
申
込
期
間
　
２
月
１
日
（木）
〜
１５
日
（木）
 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
に
あ
る
利
用

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
２
月
２２
日
（木）

午
後
１
時
３０
分
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
３
階
研
修
室
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

      　
（社）
日
本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
で
は
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
３
月

３１
日
を
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
日
」
と
し
、

今
年
度
は
プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
連

盟
加
盟
の
各
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
コ
ン
サ
ー

ト
等
を
行
い
ま
す
。
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交

響
楽
団
で
は
次
の
と
お
り
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

●
と
き
　
３
月
３１
日
（土）
午
後
１
時
３０
分

開
場
、
午
後
２
時
開
演
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
内
容
　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
協
奏
曲
／
フ
ン

メ
ル
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
／
シ
ベ
リ
ウ

ス
　
ほ
か
 

★
指
揮
…
吉
住
典
洋
 

★
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
…
新
玉
真
士
（
岩
倉
市

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｏ
Ｂ
）
 

★
管
弦
楽
…
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
、

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

●
入
場
料
　
一
般
…
千
円
、
学
生
…
５
０

０
円
（
全
自
由
席
）
 

●
チ
ケ
ッ
ト
券
販
売
場
所
　
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
市
役
所
１
階
情

報
サ
ロ
ン
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
 

●
主
催
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
日
」
 

〜
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
＆
 

岩
倉
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
 

ス
ト
ラ
合
同
演
奏
会
〜
 

市
民
農
園
利
用
者
募
集
 

農
業
体
験
塾
生
を
募
集
し
 

ま
す（
三
次
募
集
） 

※次の場合は、学校教育課へお問い合わせください。 
★入学通知が届かないとき 
★転出等の理由で指定学校に入学しないとき 
★私立学校等に入学するとき 
●問合先　学校教育課庶務係（☎３８‐５８１８）まで。 

　今春、小学校と中学校へ入学されるお子さんに入学通知を送 
付しました。ただし、中学校の入学通知は小学校を通して配布し 
ました。 
●入学対象者 

小学校・中学校の入学通知をお送りしました 

小学校… 
 
中学校… 

平成１２年４月２日から平成１３年４月 
１日までに生まれた人 
平成６年４月２日から平成７年４月１日 
までに生まれた人 
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梅
の
香
り
と
口
臭
に
つ
い
て
 

尾
北
歯
科
医
師
会
岩
倉
支
部
　
小
川
一
郎
 

お

 

が
わ

 

い
ち
ろ
う

 

            　
ウ
メ
は
そ
も
そ
も
平
城
京
時
代
、
漢

方
薬
「
烏
梅
」
と
し
て
中
国
よ
り
渡
来

し
た
が
、
そ
の
花
の
美
し
さ
か
ら
、
万

葉
び
と
の
心
を
と
ら
え
多
く
の
う
た
に

詠
ま
れ
ま
し
た
。
 

    　
こ
の
旅
人
と
は
、
奈
良
前
期
の
歌
人

で
名
門
大
伴
氏
の
棟
梁
と
し
て
天
平
二

年
に
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
す
。

そ
の
子
、
家
持
も
ま
た
歌
人
と
し
て
有

名
で
す
。
 

    　
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
古
今
和
歌
集
編

纂
の
時
代
に
梅
の
花
に
香
り
が
あ
る
こ

と
が
発
見
さ
れ
、
和
歌
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
 

    　
こ
の
場
合
、
花
と
は
桜
で
は
な
く
梅

の
花
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
の
こ

の
「
梅
↓
香
り
」
の
図
式
は
、
藤
原
定

家
に
よ
っ
て
直
ち
に
女
性
の
イ
メ
ー
ジ

が
付
け
加
え
ら
れ
て
 

    と
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
江
戸
時
代
に
な

っ
て
、
蕉
風
の
俳
諧
士
た
ち
が
、
王
朝

風
の
「
梅
↓
香
り
↓
女
性
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
断
ち
切
っ
て
、
梅
の
花
の
香
り
に

よ
り
着
目
し
自
然
を
さ
ら
に
一
般
化
し

て
表
現
し
前
出
の
凡
兆
の
句
と
な
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
よ
り
渡
来
し

た
烏
梅
が
真
に
日
本
の
花
と
し
て
「
こ

と
ば
」
に
定
着
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
明
治
に
は
、

正
岡
子
規
は
逆
に
匂
袋
を
用
い
て
香
り

を
一
般
化
し
ウ
メ
を
隠
し
な
が
ら
、
早

春
を
主
題
に
句
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
 

   　
天
才
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
句
で

あ
り
ま
す
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
梅
の
香
は
子
規
が
言
う

よ
う
に
「
ニ
オ
イ
」
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
ニ
オ
イ
の
中
で
も
っ
と
も
好
ま

れ
る
の
が
そ
れ
な
ら
、
も
っ
と
も
嫌
わ

れ
る
の
は
口
臭
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
口
臭
な
ら
何
で
も
歯
科
医
院
で
診
て

く
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
も
み
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
学
問
的
に
 

①
肺
か
ら
く
る
内
臓
臭
 

②
副
鼻
腔
か
ら
く
る
鼻
臭
 

③
口
腔
内
の
プ
ラ
ー
ク
　
虫
歯
　
歯
周

病
か
ら
く
る
終
末
呼
気
臭
 

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
注

意
し
て
ほ
し
い
の
は
、
口
臭
は
食
べ
た

食
品
が
胃
か
ら
臭
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

い
っ
た
ん
体
に
吸
収
さ
れ
た
食
品
の
成

分
が
血
液
を
介
し
て
肺
か
ら
揮
発
す
る

①
内
臓
臭
で
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
歯
科
医
が
受
け
持
つ
口

臭
と
は
③
の
終
末
呼
気
臭
（
口
の
中
の

ニ
オ
イ
）
で
す
。
 

　
そ
こ
で
口
臭
で
お
悩
み
の
方
は
①
〜

③
の
ど
こ
か
ら
の
ニ
オ
イ
か
を
知
り
適

切
な
診
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
役
立
つ
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
現
在
、
岩
倉
市
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー

に
て
口
臭
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
気
に
な
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

も
し
原
因
が
③
の
終
末
呼
気
臭
に
あ
る

な
ら
ば
お
近
く
の
歯
科
医
が
責
任
を
持

っ
て
診
療
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

知っておきたい 

う  

ば
い 

　保健センターでは、口臭の有
無、その原因が何かなどを、口
臭測定器を使って調べることが
できます。 
●と　き　毎週木曜日 
　　　　　午前９時～１１時 
※事前に予約が必要です。 
●問合先　保健センター 
（☎３７‐３５１１）まで。 

口臭測定を行っています 
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男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして

送
り
つ
け
商
法
　
〜
市
民
相
談
室
の
事
例
か
ら
〜 

「
送
り
つ
け
商
法
」
 

　
相
手
の
同
意
を
得
ず
に
一
方
的
に
商
品

を
送
り
つ
け
、
代
金
の
支
払
い
を
要
求
す

る
商
売
の
方
法
を
「
送
り
つ
け
商
法
」
と

言
い
ま
す
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
と
対
処

方
法
は
、
昨
年
１０
月
１
日
号
の
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
ご
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨

年
１１
・
１２
月
に
市
民
相
談
室
や
尾
張
県
民

生
活
プ
ラ
ザ
へ
、
少
し
変
わ
っ
た
送
り
つ

け
商
法
に
つ
い
て
の
相
談
が
何
件
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
事
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
 

相
談
の
内
容
 

　
注
文
を
し
て
い
な
い
の
に
カ
レ
ン
ダ
ー

と
絵
葉
書
の
セ
ッ
ト
が
突
然
送
ら
れ
て
き

た
。
同
封
さ
れ
て
い
た
手
紙
を
読
む
と
福

祉
団
体
の
活
動
へ
の
寄
付
を
募
集
す
る
内

容
の
も
の
で
、
趣
旨
に
賛
同
し
た
ら
代
金

を
振
り
込
む
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
振

込
用
紙
も
同
封
さ
れ
て
い
た
。
手
紙
に
は
、

電
話
帳
で
住
所
等
を
調
べ
て
送
付
し
て
い

る
こ
と
、
賛
同
し
な
い
場
合
に
は
振
り
込

み
も
商
品
の
返
送
も
必
要
な
い
こ
と
が
書

か
れ
て
い
た
が
、
一
方
的
に
送
り
つ
け
ら

れ
て
き
た
こ
と
と
相
手
の
実
態
が
分
か
ら

な
い
た
め
に
不
安
を
感
じ
る
。
 

何
も
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

　
「
送
り
つ
け
商
法
」
で
は
、
も
し
事
業

者
が
「
購
入
の
意
思
が
な
い
こ
と
を
通
知

し
た
り
、
商
品
を
返
送
し
た
り
し
な
け
れ

ば
購
入
と
み
な
す
」
と
言
っ
て
き
て
も
、

商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
段
階
で
は
契
約
が

成
立
し
て
い
な
い
た
め
、
消
費
者
に
は
代

金
の
支
払
い
義
務
も
商
品
の
返
送
義
務
も

生
じ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
商
品
の
所

有
権
は
事
業
者
に
あ
る
た
め
、
勝
手
に
処

分
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
法

律
で
は
、
①
商
品
の
送
付
が
あ
っ
た
日
か

ら
１４
日
間
購
入
の
承
諾
を
せ
ず
、
事
業
者

が
商
品
の
引
き
取
り
を
し
な
か
っ
た
場
合

②
事
業
者
へ
商
品
の
引
き
取
り
を
請
求
し
、

そ
の
日
か
ら
７
日
間
が
過
ぎ
た
場
合
に
は
、

商
品
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
の
相
談
事
例
で
は
、
「
趣
旨
に
賛

同
し
な
け
れ
ば
、
振
り
込
み
も
商
品
の
返

送
も
必
要
な
い
」
こ
と
が
書
か
れ
た
書
面

が
同
封
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
通
常
保

管
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
を

待
た
な
く
て
も
、
商
品
を
処
分
で
き
ま
す
。
 

心
当
た
り
の
な
い
荷
物
は
受
け
取
ら
な
い
 

　
商
品
が
代
金
引
換
で
送
ら
れ
て
く
る
悪

質
な
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

荷
物
の
受
け
取
り
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
商
品
が
届

け
ら
れ
た
と
き
に
差
出
人
の
氏
名
な
ど
を

確
認
し
て
身
に
覚
え
が
な
い
と
き
に
は
受

け
取
り
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
一
度
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
そ

れ
を
取
り
戻
す
の
は
難
し
い
と
考
え
た
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
。
 

　
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
尾

張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６
‐
７

１
‐
０
９
９
９
）
ま
た
は
、
市
役
所
市
民

相
談
室
（
☎
３
８
‐
５
８
２
２
）
ま
で
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　「３歳までは母親の手で育てるべき」と
いうのは、３歳児神話といって何の根拠も
ありません。働く女性にとって、保育サー
ビスの充実と夫の理解は最も強い味方とな
るでしょう。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
‐５８１９）まで。 

●育児と仕事● 
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        ●
子
ど
も
将
棋
大
会
 

  　
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
将
棋

教
室
講
師
の
ご
協
力
に
よ
り
、

市
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
次

の
と
お
り
子
ど
も
将
棋
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
２４
日
（土）
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
展
示
資
料

室
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
小

・
中
学
生
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
定
員
　
２４
人
（
先
着
順
）
 

▼
申
込
期
限
　
２
月
１７
日
（土）
 

▼
申
込
先
　
公
民
館（
電
話
可
） 

▼
問
合
先
　
公
民
館
（
☎
３
７

‐
０
２
５
７
）
 

  ●
子
育
て
支
援
講
演
会
 

  　
い
じ
め
・
非
行
な
ど
の
情
報

が
渦
巻
く
中
、
不
安
な
気
持
ち

で
子
育
て
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
将
来
に
渡

っ
て
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る

た
め
に
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ

に
気
を
つ
け
れ
ば
良
い
の
で
し

ょ
う
か
。
子
ど
も
の
心
の
発
達

と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

▼
と
き
　
２
月
２２
日
（木）
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
テ
ー
マ
　
¬
安
心
し
て
子
育

て
す
る
た
め
に
」
 

▼
講
師
　
神
田
英
雄
さ
ん
（
桜

花
学
園
大
学
教
授
）
 

▼
定
員
　
３５
組
（
親
子
同
伴
可

・
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
）
 

▼
申
込
受
付
　
２
月
７
日
（水）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

の
間
で
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育

園
内
☎
３
８
‐
３
９
１
１
）
 

  　
岩
倉
市
音
楽
連
盟
 

●
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
岩
倉
市
音
楽
連
盟
創
立
１０
周

年
を
記
念
し
て
加
盟
団
体
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
民
謡
、
コ
ー
ラ
ス
、
太
鼓
、

吹
奏
楽
な
ど
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
入
場
は
、
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
１１
日
（日）
午
後
１

時
〜
３
時
４５
分
（
午
後
零
時
３０

分
開
場
）
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
団
体
 

★
民
謡
部
門
…
民
謡
藤
川
会
、

民
謡
山
口
会
、
岩
倉
民
謡
会
、

民
謡
多
寿
美
会
 

★
コ
ー
ラ
ス
部
門
…
岩
倉
プ
ッ

ペ
、
ア
フ
ェ
ッ
ト
、
い
わ
く

ら
少
年
少
女
合
唱
団
、
（
３

団
体
合
同
）
 

★
管
楽
器
・
ギ
タ
ー
部
門
…
岩

倉
太
鼓
友
の
会
、
岩
倉
ギ
タ

ー
友
の
会
、
岩
倉
市
民
吹
奏

楽
団
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
音
楽
連
盟
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教

育
委
員
会
、
岩
倉
市
文
化
協
会
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１

９
） 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て

い
ま
す
。
 

　
２
月
は
、
天
神
山
ブ
ラ
ス
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
メ
ン
バ
ー
の
何

人
か
が
ソ
ロ
曲
に
挑
戦
し
ま
す
。

普
段
は
多
人
数
で
演
奏
し
て
い

ま
す
が
、
ひ
と
り
の
音
を
振
り

返
ろ
う
と
思
っ
て
の
ソ
ロ
企
画

で
す
。
 

　
金
管
楽
器
の
音
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
１１
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
福
田
裕
之
・
松
山

英
司
　
ほ
か
 

▼
演
奏
曲
　
ボ
ザ
／
即
興
曲
・

ザ
ク
セ
／
コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー

ノ
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  　
日
中
国
交
正
常
化
３５
周
年
 

●
中
国
国
際
放
送
局
「
切

　
り
紙
」
展
 

         　
中
国
国
際
放
送
局
を
通
し
て

収
集
し
た
芸
術
的
な
「
切
り

紙
」
の
展
示
を
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
３
日
（土）
〜
１７
日

（土）
（
図
書
館
休
館
日
の
月
曜
日

は
除
く
）
 

か
ん  

だ  

ひ
で
　
お 

催し  
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手続き 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示

ホ
ー
ル
 

▼
出
品
者
　
杁
本
直
正
さ
ん

（
新
柳
町
）
 

▼
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７

‐
６
８
０
４
）
 

  ●
児
童
館
日
曜
祝
日
開
館

　
行
事
 

  　
児
童
館
で
は
、
次
世
代
育
成

支
援
事
業
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
平
成
１８
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
日
曜
祝
日
開
館

に
合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
行
事
を

開
催
し
ま
す
。
 

　
親
子
で
、
ま
た
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
も
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
 

鳴
子
お
ど
り
体
験
 

▼
と
き
　
２
月
１８
日
（日）
午
前
１０

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
 

▼
指
導
　
岩
倉
鳴
子
踊
り
の
会

「
五
条
川
桜
」
 

昔
遊
び
の
会
 

▼
と
き
　
２
月
２５
日
（日）
午
前
１０

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
（
中

本
町
）
 

▼
内
容
　
折
り
紙
、
お
手
玉
、

こ
ま
回
し
、
紙
飛
行
機
、
あ
や

と
り
等
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

  ●
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
と

　
子
ど
も
た
ち
の
わ
い
わ

　
い
広
場
 

  　
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、

日
ご
ろ
の
活
動
を
発
表
す
る
場

と
し
て
「
活
動
発
表
会
」
を
行

い
ま
す
。
 

　
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
の
歌
や

「
マ
ー
マ
レ
イ
ド
」
の
人
形
劇
。

児
童
館
を
利
用
す
る
子
ど
も
た

ち
の
踊
り
な
ど
や
岩
倉
南
小
学

校
の
児
童
に
よ
る
落
語
を
披
露

し
ま
す
。
ま
た
、
作
品
の
展
示

も
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
２
月
１７
日
（土）
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
 

▼
内
容
　
人
形
劇
、
子
ど
も
た

ち
の
舞
台
発
表
、
お
茶
会
、
作

品
展
示
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
ま
た
は
、

各
児
童
館
 

        ●
空
き
家
・
空
き
地
を
お

　
持
ち
の
人
へ
 

  　
愛
知
県
で
は
、
「
空
き
ス
ペ

ー
ス
バ
ン
ク
」
と
い
う
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
空
き
地
や

空
き
家
の
物
件
情
報
を
登
録
・

掲
載
し
て
い
ま
す
。
空
い
て
い

る
土
地
や
建
物
を
活
用
し
て
ほ

し
い
と
思
わ
れ
る
所
有
者
の
人

は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
 

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/to
c
h
im
izu
/a
k
is
p
a
c
e
/

b
a
n
k/g
a
iyo
u
.h
tm
l

 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
地
域
振
興

部
土
地
水
資
源
課
企
画
グ
ル
ー

プ
（
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６

１
１
８
）
 

  ●
防
犯
対
策
助
成
金
交
付

　
制
度
 

         　
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ
が
家

の
防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。
 

　
一
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
度
は
、

昨
年
１２
月
ま
で
に
５
１
３
世
帯

の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登

録
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
が
あ

り
、
居
住
し
て
い
る
世
帯
主
 

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で

す
。
 

▼
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口

の
鍵
を
交
換
ま
た
は
、
補
助
錠
、

サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー
、
ガ
ー
ド

プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に

交
換
ま
た
は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、

補
助
錠
、
格
子
等
の
取
り
付
け
。
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ま
た
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の

共
有
部
分
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た

は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た

は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照

明
灯
の
取
り
付
け
。
 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ

ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
）
に
ハ
ン

ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま
た
は
、

盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を

敷
設
。
 

▼
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１

（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨

て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の

防
犯
対
策
は
対
象
外
で
す
。
 

▼
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る

申
請
書
に
口
座
番
号
な
ど
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
品
物

等
が
分
か
る
領
収
書
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
賃
貸
住
宅
等
の
場
合

は
、
所
有
者
（
大
家
さ
ん
）
の

同
意
書
が
必
要
で
す
。
 

　
ま
た
、
助
成
金
は
振
込
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
口
座
番

号
の
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
は

除
く
）
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全

係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
４
）
 

【絵画展 ―「生」―】 
　と　き　２月５日（月）～１０日（土） 
　問合先　加藤（☎０９０‐４１６０‐３４９４） 
【伊勢型紙展】 
　と　き　２月１９日（月）～２５日（日） 
　問合先　近藤（☎３７‐３７１６） 
【ロハスなドールハウス】 
　と　き　２月２６日（月）～３月４日（日） 
　問合先　山川（☎３７‐１４１０） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

４６０ 

４９８ 

５３６ 

５７４ 

６１２ 

６５０ 

５３２ 

５７０ 

６０８ 

６４６ 

６８４ 

７２２ 

扶養親族等の数  国民年金加入者等 厚生年金加入者等 

募集  

  ●
児
童
手
当
の
申
請
を
お
忘

　
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

  　
児
童
手
当
は
、
１２
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に

あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了
前
の

児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
、
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
は
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
 

★
印
か
ん
 

★
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
 

預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
不
可
）
 

★
厚
生
年
金
等
加
入
の
人
は
請

求
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
コ
ピ
ー
 

★
平
成
１８
年
１
月
２
日
以
降
に

岩
倉
市
に
転
入
さ
れ
た
人
は

「
平
成
１８
年
度
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
」
 

　
手
続
き
に
は
そ
の
他
必
要
に

応
じ
て
（
児
童
と
別
居
し
て
い

る
場
合
な
ど
）
添
付
書
類
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
児
童
課

児
童
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
公
務
員
の
人
は
、
職

場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
 

        ●
国
民
健
康
保
険
税
嘱
託

　
徴
収
員
 

  　
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
業

務
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
嘱
託

徴
収
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
で
４０
歳
以
上
６４
歳
以
下
の
健

康
な
人
 

▼
採
用
人
数
　
１
人
 

▼
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日
（日）
 

▼
応
募
期
間
　
２
月
５
日
（月）
〜

１５
日
（木）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
 

▼
報
酬
等
　
市
の
規
定
に
よ
る

（
通
勤
手
当
・
社
会
保
障
制
度

有
）
 

▼
試
験
日
時
　
２
月
２１
日
（水）
午

後
１
時
３０
分
〜
 

▼
試
験
場
所
　
市
役
所
７
階
　

第
２
委
員
会
室
 

▼
試
験
内
容
　
作
文
と
面
接
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口

課
保
険
医
療
係
（
☎
３
８
‐
５

８
０
７
）
 

  ●
市
民
相
談
員
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
市
役
所
市
民

相
談
室
で
相
談
業
務
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
く
嘱
託
の
市
民
相
談

員
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
業
務
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
身
近
な
家
庭
内

の
問
題
か
ら
、
金
銭
や
不
動
産

の
賃
借
問
題
、
交
通
事
故
な
ど

幅
広
く
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

▼
応
募
資
格
　
４０
歳
以
上
６４
歳

以
下
の
健
康
な
人
 

▼
採
用
人
数
　
１
人
 

▼
応
募
期
間
　
２
月
１
日
（木）
〜

１６
日
（金）
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）
 

▼
提
出
書
類
　
岩
倉
市
嘱
託
員

採
用
試
験
申
込
書
、
作
文
「
相

談
員
と
し
て
心
が
け
る
こ
と
」

（
８
０
０
字
程
度
）
 

※
申
込
書
と
作
文
の
用
紙
は
、

企
画
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。
 

▼
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日
（日）
 

▼
報
酬
等
　
市
の
規
定
に
よ
る

（
通
勤
手
当
、
社
会
保
障
制
度

有
）
 

▼
試
験
日
時
　
２
月
２２
日
（木）
午

後
１
時
３０
分
〜
 

▼
試
験
場
所
　
市
役
所
７
階
第

１
委
員
会
室
 

▼
試
験
内
容
　
面
接
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
企
画
課
広

報
広
聴
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０

２
） 

  ●
児
童
館
・
地
域
交
流
セ

　
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
パ

　
ー
ト
職
員
の
登
録
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
児
童
館
お
よ

び
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り

の
家
パ
ー
ト
職
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
登
録
の
あ
る
人
か
ら
必
要
に

応
じ
て
パ
ー
ト
職
員
の
採
用
を

し
て
い
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
６５
歳
ま
で
の
健

康
な
人
。
な
お
、
保
育
士
・
教

員
資
格
等
を
有
す
る
人
を
優
先

し
ま
す
が
、
資
格
の
な
い
人
も

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
第
一
児
童

館
（
☎
３
８
‐
１
１
０
６
）
 

  ●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
出
店
者
 

  　
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
を
市
役
所
駐
車
場
で
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
賑
わ
い
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
共
同
で
開

催
し
ま
す
の
で
、
美
濃
焼
の
販

売
や
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
汁
試
食

も
併
せ
て
行
う
予
定
で
す
。
　
 

　
な
お
、
今
回
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
こ
れ
ま
で
と
は
、
申

込
方
法
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
３
月
１８
日
（日）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
（
今
回
の
み
）

※
雨
天
に
よ
る
延
期
は
し
ま
せ

ん
。
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

▼
募
集
店
舗
数
　
４０
店
舗
（
先

着
順
）
 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ

た
り
約
６
平
方
㍍
 

▼
募
集
期
間
　
２
月
１６
日
（金）
午

前
８
時
３０
分
〜
 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
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健康  

い
か
お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上

の
個
人
 

▼
出
店
費
用
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓

口
に
用
意
し
て
あ
る
出
店
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１
世
帯
に
つ
き
１
店
舗
で
受
け

付
け
ま
す
。
 

※
な
お
、
電
話
で
の
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
今
回
か
ら
、
出
店
者
用
駐
車

場
と
し
て
、
３０
台
前
後
を
設
け

る
予
定
で
す
の
で
、
駐
車
場
希

望
者
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

　
当
選
さ
れ
た
人
は
、
３
月
１６

日
（金）
正
午
ま
で
に
車
種
と
車
の

ナ
ン
バ
ー
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
（
申
請
は
電
話
で
も
可
）
。

な
お
、
申
請
は
１
店
舗
１
台
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
、

駐
車
許
可
証
の
交
付
と
駐
車
場

所
を
案
内
し
ま
す
。
従
い
ま
し

て
申
請
の
無
い
車
は
駐
車
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
の
措
置

は
、
お
客
様
用
の
駐
車
場
を
確

保
す
る
た
め
で
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】
 

　
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ

た
品
物
、
営
利
を
目
的
と
し
た

物
を
販
売
す
る
こ
と
は
禁
止
し

ま
す
。
最
近
こ
れ
ら
の
品
を
販

売
さ
れ
て
い
る
人
が
み
え
ま
す

が
、
こ
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
不
用
品
の
有
効
利
用
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
こ
れ

ら
の
品
を
販
売
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
撤
去
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う

え
、
出
店
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８
‐
５

８
１
２
）
 

  ●
小
中
学
校
臨
時
講
師
お

　
よ
び
補
助
職
員
等
 

  　
平
成
１９
年
度
採
用
の
臨
時
講

師
お
よ
び
補
助
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
 

▼
勤
務
内
容
・
勤
務
日
・
採
用

人
数
な
ど
　
表
の
と
お
り
 

▼
採
用
予
定
日
　
平
成
１９
年
４

月
１
日
 

▼
応
募
資
格
　
６０
歳
未
満
の
人
 

▼
賃
金
等
　
市
の
規
定
に
よ
る
 

▼
応
募
期
間
　
２
月
１
日
（木）
〜

１４
日
（水）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
学
校
教
育
課
に

備
え
付
け
の
専
用
応
募
用
紙
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育

課
庶
務
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１

８
）
 

        ●
糖
尿
病
予
防
の
栄
養
教
室
 

  　
今
や
誰
も
が
糖
尿
病
予
備
軍

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
糖
尿
病
の
初
期
は
、

自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進
行
す

る
た
め
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

症
状
が
進
み
多
く
の
合
併
症
を

招
い
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
し

か
し
適
切
な
生
活
習
慣
を
続
け

る
こ
と
で
予
防
・
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
２３
日
（金）
午
前
９

時
３０
分
〜
１２
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
話
「
糖
尿
病
予
防
と

食
生
活
の
見
直
し
」・
調
理
実
習
 

▼
対
象
　
本
人
ま
た
は
、
家
族

が
糖
尿
病
の
人
・
糖
尿
病
に
関

心
の
あ
る
人
　
　
　
 

▼
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

▼
申
込
方
法
　
２
月
６
日
（火）
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

小中学校臨時講師および補助職員等勤務内容表 

適応指導教 
室嘱託職員 

適応指導教室「おおくす」にて、児童生徒お 
よびその保護者に、生活全般や学習指導にか 
かわることについて相談・助言・指導 

原則、月曜日から 
金曜日の５日間 
１日６時間 

臨床心理士の資格を有す 
る人または臨床心理士を 
目指している人（優先） 

１人 
平成１９年４月～ 
平成２０年３月末 

少人数授業 
等臨時講師 

児童生徒に対し個々の学習状況に応じたきめ 
細かい指導をするための補助 

原則、月曜日から 
金曜日の５日間 
１日４時間 

小学校教員免許または中 
学校（数学・理科・英語 
・国語）教員免許 

６人 
平成１９年４月～ 
平成２０年３月末 

養護教諭補 
助職員 

養護教諭の補助としての検診や保健事務 
原則、月曜日から 
金曜日の５日間 
１日４時間 

養護教諭・看護師免許（優 
先） 

平成１９年４月～ 
７月末 

個別指導臨 
時講師 

障害を持つ児童生徒の学習および学校生活の 
指導と支援 

原則、月曜日から 
金曜日の５日間 
１日６時間または 
７時間 

教員免許（優先） 平成１９年４月～ 
平成２０年３月末 

図書館司書 
補助員 

学校図書館の環境整備、図書の貸出・返却事 
務、読書指導 

原則、月曜日から 
金曜日の５日間 
１日２時間 

図書館司書免許（優先） 
平成１９年４月～ 
平成２０年３月末 

外国人児童 
生徒向け臨 
時講師 

ポルトガル語圏の児童生徒に対する学習や生 
活等の指導および保護者との連絡 

原則、月曜日から 
金曜日の５日間 
１日７.５時間 

２人 
平成１９年４月～ 
平成２０年３月末 

外国語教育 
臨時講師 

小学校にて担任とチームティーチングによる 
英語の授業 

週４日勤務 
１日４時間 ２人 

－ 

－ 

２人 

７人 

２人 

平成１９年４月～ 
平成２０年３月末 

職名 勤務内容 勤務時間等 資格 人数 雇用期間 
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相 談 
その他 

  ●
生
活
習
慣
病
を
予
防
し

　
よ
う
 

  ２
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
生

活
習
慣
病
予
防
週
間
で
す
 

▼
平
成
１８
年
度
生
活
習
慣
病
予

防
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
：
 

「
ウ
エ
ス
ト
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン

で
健
康
ア
ッ
プ
！
」
で
す
。
 

　
最
近
、
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
内
臓
脂
肪
に

よ
る
肥
満
の
人
が
、
「
血
糖
値

が
や
や
高
め
」
「
血
圧
が
や
や

高
め
」
「
や
や
高
脂
血
症
の
傾

向
が
あ
る
」
と
い
っ
た
軽
い
程

度
で
も
、
生
活
習
慣
病
に
な
る

危
険
因
子
を
併
せ
持
っ
て
い
る

状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
人
は
、
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
飛
躍
的
に
動

脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
、
狭
心
症

や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
病
を

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
予
防
す
る
に
は
、
か
ら
だ

の
中
に
内
臓
脂
肪
が
、
た
ま
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
一
番

で
す
。
 

　
で
は
、
か
ら
だ
に
内
臓
脂
肪

が
た
ま
る
原
因
は
何
で
し
ょ

う
？
 

　
そ
の
原
因
の
大
き
な
要
素
を

占
め
て
い
る
の
は
、
「
栄
養
の

と
り
す
ぎ
」
と
「
運
動
不
足
」

で
す
。
 

　
さ
ら
に
、
た
ば
こ
は
高
血
圧

と
関
係
し
て
動
脈
硬
化
を
促
進

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
長
年
の
不

健
康
な
生
活
習
慣
が
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
つ
く
り

出
し
て
い
る
の
で
す
。
 

生
活
習
慣
を
改
め
よ
う
！
 

①
か
ら
だ
を
動
か
す
習
慣
を
つ

け
よ
う
 

②
食
事
量
に
気
を
つ
け
よ
う
 

③
脂
質
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
し

よ
う
 

④
甘
い
も
の
の
と
り
す
ぎ
に
注

意
し
よ
う
 

⑤
お
酒
と
上
手
に
つ
き
あ
お
う
 

⑥
禁
煙
し
よ
う
 

⑦
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ

お
う
 

な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
生
活
習
慣

改
善
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
 

健
康
に
関
す
る
相
談
は
：
 

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
日
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
週
木
曜
日
午
前
９

時
〜
１１
時
 

▼
内
容
　
保
健
師
・
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

歩
い
て
み
た
い
方
は
：
 

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
週
水
・
木
曜
日
 

午
前
９
時
〜
１
時
間
程
度
 

▼
と
こ
ろ
　
毎
週
水
曜
日
…
八

剱
憩
い
の
広
場
、
毎
週
木
曜
日

…
お
祭
り
広
場
 

▼
内
容
　
五
条
川
沿
い
を
み
ん

な
で
歩
い
て
い
ま
す
。
歩
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
講
演
会
「
小
児
が
ん
の

　
晩
期
障
害
に
つ
い
て
」
 

  　
小
児
が
ん
の
治
療
成
績
は
近

年
向
上
し
て
き
ま
し
た
が
、
小

児
が
ん
を
克
服
し
た
子
ど
も
の

な
か
に
は
治
療
の
影
響
で
さ
ま

ざ
ま
な
二
次
的
な
問
題
も
起
き

て
い
ま
す
。
 

　
晩
期
障
害
と
呼
ば
れ
る
治
療

終
了
後
に
み
ら
れ
る
後
遺
症
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

▼
と
き
　
２
月
２３
日
（金）
午
後
２

時
〜
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所
３
階

大
会
議
室
 

▼
内
容
　
講
演
会
「
小
児
が
ん

の
晩
期
障
害
に
つ
い
て
」
 

▼
講
師
　
堀
部
敬
三
さ
ん
（
国

立
病
院
機
構
名
古
屋
医
療
セ
ン

タ
ー
小
児
科
医
師
）
　
　
 

▼
対
象
　
小
児
慢
性
特
定
疾
患

児
（
悪
性
新
生
物
）
・
小
児
が

ん
経
験
者
の
保
護
者
 

▼
申
込
方
法
　
２
月
９
日
（金）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）
 

         ●
尾
北
自
然
歩
道
を
歩
き

　
ま
し
ょ
う
 

          　
市
内
を
流
れ
る
五
条
川
沿
い

に
尾
北
自
然
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

尾
北
自
然
歩
道 

▼
全
長
　
犬
山
市
内
に
あ
る
入

鹿
池
の
奥
入
鹿
橋
を
起
点
と
し

て
、
大
口
町
、
江
南
市
を
通
過

し
岩
倉
市
の
希
望
の
家
を
終
点

と
す
る
全
長
約
２７
・
１１
㌔
㍍
の

コ
ー
ス
で
す
。
岩
倉
市
内
は

７
・
６
㌔
㍍
に
わ
た
り
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
特
色
　
尾
北
自
然
歩
道
全
体

で
、
約
４
千
本
の
桜
が
あ
り
、

五
条
川
沿
い
に
桜
並
木
と
し
て

続
い
て
い
ま
す
。
市
内
だ
け
で

も
、
約
１
千
６
０
０
本
の
桜
並

木
が
続
い
て
い
ま
す
。
散
策
を

し
な
が
ら
、
春
は
満
開
の
桜
、

秋
は
紅
葉
す
る
桜
と
四
季
に
よ

り
様
相
を
変
え
る
桜
並
木
を
五

条
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
歩
道
の
周
辺
も

見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。 

▼
施
設
　
市
内
に
は
、
１０
箇
所

の
休
憩
所
が
尾
北
自
然
歩
道
沿

い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
ト
イ
レ
施
設
を
も
つ

休
憩
所
が
７
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
橋

が
五
条
川
に
架
か
っ
て
い
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  ●
守
っ
て
く
だ
さ
い
ご
み

　
だ
し
ル
ー
ル
 

  　
ご
み
は
、
収
集
日
の
朝
８
時

３０
分
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集

積
場
所
に
、
市
の
指
定
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
と
一

番
迷
惑
さ
れ
る
の
は
集
積
場
付

近
の
皆
さ
ん
で
す
。
 

ほ
り  

べ  

け
い 

ぞ
う 



平成19年2月1日 17

「
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
」
は
 

　
料
理
く
ず
等
生
ご
み
、
再
生

で
き
な
い
紙
く
ず
、
木
く
ず
な

ど
で
す
。
毎
週
２
回
、
市
の
南

部
地
域
は
月
・
木
曜
日
、
北
部

地
域
は
火
・
金
曜
日
に
必
ず
市

の
指
定
袋
（
白
色
緑
文
字
）
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
や
紙
袋
に
入
れ
て
出
す
の

は
ル
ー
ル
違
反
で
す
。
 

「
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」
は
 

　
ゴ
ム
類
、
革
類
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
、
お
も
ち
ゃ
な

ど
で
す
。
毎
週
１
回
、
水
曜
日

に
必
ず
市
の
指
定
袋
（
透
明
赤

文
字
）
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ジ
袋
で
出
さ
れ
た
ご
み
は
収

集
し
ま
せ
ん
。
 

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

資
源
」
は
 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
袋
、
ふ

た
、
カ
ッ
プ
、
ボ
ト
ル
、
ネ
ッ

ト
、
食
品
ト
レ
イ
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
容
器
や
包
装
で
、
　
プ
ラ
マ

ー
ク
が
目
印
で
す
。
バ
ケ
ツ
や

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
商
品
そ
の
も
の
」
や

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
収
集

袋
に
入
れ
て
出
せ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
毎
週
１
回
、
市
の
南
部
地
域

は
木
曜
日
、
北
部
地
域
は
金
曜

日
に
必
ず
市
の
指
定
袋
（
青
色

黒
文
字
）
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

          粗
大
ご
み
は
有
料
戸
別
収
集
 

　
た
ん
す
、
机
、
い
す
、
自
転

車
な
ど
で
、
縦
、
横
ま
た
は
高

さ
の
い
ず
れ
か
一
辺
が
６０
㌢
㍍

以
上
の
も
の
が
粗
大
ご
み
で
す
。

セ
ッ
ト
扱
い
で
複
数
の
物
を
１

個
（
１
千
円
）
と
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
お
電
話

で
、
６
６
‐
８
１
５
３
（
ハ
イ

ご
み
）
の
受
付
に
連
絡
し
、
収

集
日
等
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

分
別
収
集
に
ご
協
力
を
 

　
缶
類
・
び
ん
類
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
資
源
に
な
る
も
の
、

粗
大
ご
み
以
外
の
不
燃
物
（
埋

立
ご
み
、
小
型
ご
み
）
、
蛍
光

管
等
は
各
地
区
毎
月
一
回
の
分

別
収
集
へ
。
 

ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
分

別
収
集
へ
 

　
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
混
入

で
車
両
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ス
プ
レ
ー
缶
は
使
い
切
っ

て
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
も
分
別
収
集
へ
。
 

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に
さ
ら
な
る

ご
協
力
を
 

　
新
聞
も
チ
ラ
シ
も
、
雑
誌
類

も
、
段
ボ
ー
ル
も
、
紙
製
容
器

な
ど
の
雑
が
み
も
古
紙
類
は
ご

み
で
は
な
く
資
源
で
す
。
 

　
増
え
続
け
る
ご
み
を
減
ら
す

た
め
に
、
ま
た
、
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
古

紙
を
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご

み
」
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

廃
品
回
収
や
分
別
収
集
に
、
も

っ
と
古
紙
を
「
資
源
」
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
古
紙
は
①
新
聞
紙
と
折
込
チ

ラ
シ
②
ダ
ン
ボ
ー
ル
③
雑
誌
類

④
紙
製
容
器
な
ど
雑
が
み
に
分

け
て
、
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
次
の
５
か
所

で
回
収
し
、
所
定
の
枚
数
で
記

念
品
と
交
換
し
て
い
ま
す
。
 

　
市
役
所
（
市
民
窓
口
課
）・
公

民
館
・
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
・
岩
倉
団
地
自
治
会
事

務
所
・
清
掃
事
務
所
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活

環
境
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）

ま
た
は
、
清
掃
事
務
所
（
☎
６

６
‐
５
９
１
２
）
 

指名競争入札結果 （平成１８年１２月１４日～２１日） 

交通安全施設等整備工事（歩道設置） 

（仮称）竹林公園水上デッキ設置工事 

側溝改良工事 

舗装修繕工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

八剱町地内 

大市場町地内 

川井町地内 

栄町外１地内 

石仏町外１地内 

宮前町地内 

泉町外２地内 

曽野町地内 

大地町外１地内 

栗本土木㈱ 

㈱江口組 

㈲山本建設 

栗本土木㈱ 

㈲八信建設 

関戸工業㈱ 

㈱大崎工務店岩倉支店 

㈱大栄企業 

㈱松本工務店 

１２，８１０，０００ 

１０，５００，０００ 

５，５６５，０００ 

５，１４５，０００ 

８，４００，０００ 

７，６１２，５００ 

５，４６０，０００ 

３，７２７，５００ 

２，８３５，０００ 

Ｈ１８／１２／２２～ 
Ｈ１９／３／２９ 
Ｈ１８／１２／１９～ 
Ｈ１９／３／２６ 
Ｈ１８／１２／２２～ 
Ｈ１９／３／１６ 
Ｈ１８／１２／２２～ 
Ｈ１９／３／１６ 

１／４～３／２０ 

１／４～３／２０ 

１／４～３／２０ 

Ｈ１８／１２／２６～ 
Ｈ１９／３／１６ 
Ｈ１８／１２／２６～ 
Ｈ１９／３／１６ 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　　間 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない
消費生活のために不用品データバンクをご活用ください。 
　物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきま
す。 
登録物品（１２月２７日現在） 
★譲ります（有償）　洋服（女児用）、ベビーサークル、一

人用サウナ、自転車（男児用）、自転
車（女児用）　 

★あげます（無償）　電気エレクトーン、滑り台、子ども
服（女児用）、バック、ぬいぐるみ、
電子レンジ、曽野小学校体操服（男
児用） 

★求めます　　　　電子ピアノ・ピアノ、子ども服（女
児用）、自転車（女児用）、電子ピアノ、
ダブルベッド、チャイルドシート 

岩倉市ホームページ（http://www.city.iwakura.aichi.jp/）
でも確認できます。 
　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８‐５８１２） 

★
絵
を
み
る
ヒ
ン
ト
 

 　
　
　
　
窪
島
　
誠
一
郎
　
著
 

分
類
　
芸
術
・
美
術
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
 

         　
「
絵
」
は
な
ん
の
役
に
立
つ

か
？
「
絵
」
と
記
憶
の
関
係
と

は
？
ど
の
よ
う
に
絵
を
見
れ
ば

よ
い
か
と
い
う
「
絵
の
前
に
立

つ
行
為
」
と
そ
の
周
辺
を
、「
無

言
館
」
館
長
が
や
さ
し
く
語
る
。
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
と
り
に
な
っ
た
は
っ
ぱ
の
は

な
し
 

　
　
　
し
の
と
お
す
み
こ
　
絵
 

　
い
ま
に
し
・
す
け
ゆ
き
　
作
 

★
３
６
５
ま
い
に
ち
ペ
ン
ギ
ン
 

ジ
ョ
エ
ル
・
ジ
ョ
リ
ヴ
ュ
　
絵
 

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
フ
ロ
マ

ン
タ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
文
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

  
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
２
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
着
用
徹
底
強
化
旬
間
 

         　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
、

法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
万
一
事
故
に
あ

っ
た
場
合
、
安
全
性
が
確
保
さ

れ
、
身
体
保
護
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
し
ま
す
。
 

　
昨
年
の
１１
月
末
現
在
で
自
動

車
乗
車
中
に
交
通
事
故
で
亡
く

な
っ
た
人
の
約
５
割
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
う
ち
半
数
近
く
の
人
が
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
さ
え
締
め
て
い
た

ら
助
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で
あ
り
、

交
通
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ
る

最
も
効
率
的
な
対
策
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら

自
動
車
乗
車
中
の
６
歳
未
満
の

幼
児
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
着
用
率
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
に
比
べ
て
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
愛
知
県
で
は
、
２

月
１１
日
（日）
か
ら
２０
日
（金）
ま
で
の

１０
日
間
を
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
強

化
旬
間
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
　
　
 

　
こ
の
機
会
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
総
務
係
（
☎
５
６
‐
０
１
１

０
）
 

  ●
車
上
ね
ら
い
に
ご
注
意
を
 

 　
 

　
市
内
で
は
、
車
上
ね
ら
い
や

部
品
ね
ら
い
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
 

　
あ
な
た
の
車
は
大
丈
夫
で
す

か
？
 

　
昨
年
１
年
間
に
、
車
上
ね
ら

い
は
１
７
０
件
、
部
品
ね
ら
い

は
１
４
３
件
発
生
し
て
お
り
、

主
な
手
口
と
し
て
、
ガ
ラ
ス
破

り
・
鍵
穴
壊
し
が
約
８０
㌫
、
施

錠
忘
れ
が
約
２０
㌫
を
占
め
て
い

ま
す
。
 

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
 

①
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
施
錠
す
る
 

②
バ
ッ
グ
な
ど
の
貴
重
品
は
、

絶
対
目
に
付
く
車
内
に
は
置
か

な
い
 

③
明
る
い
場
所
に
駐
車
す
る
 

な
ど
、
皆
さ
ん
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
） 

  ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

  　
献
血
の
際
に
は
、
事
前
に
血

液
の
比
重
検
査
の
ほ
か
、
問
診

や
血
圧
測
定
な
ど
の
検
査
を
行

い
、
総
合
的
に
健
康
状
態
を
判

断
し
て
か
ら
献
血
の
適
否
を
決

め
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
１８
日
（日）
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
‐
３
１
３
５
）
 

★不用品データバンク★ 
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　４０歳から６４歳までの第２号被保険者が介護サービ
スを利用できるのは、特定疾病が原因となって、介護が
必要であると認定された人です。今回の制度改正で、新
たに「がん末期」が追加され、現在１６疾病が指定され
ています。 
 
　特定疾病　がん末期、筋萎縮性側索硬化症、後縦靭帯
骨化症、骨折を伴う骨粗しょう症、多系統萎縮症、初老
期における認知症、脊髄小脳変性症、脊柱管狭窄症、早
老症、糖尿病性神経障害・糖尿病性賢症及び糖尿病性網
膜症、脳血管疾患、パーキンソン病関連疾患、閉塞性動
脈硬化症、関節リウマチ、慢性閉塞性肺疾患、両側の膝
関節又は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症 
 
　問合先　生きがい課介護保険係（☎３８‐５８１１） 

▲
 

▲
 

Advice  and  Consultation  for  Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
４．Feb（Sun）. １８.Feb（Sun）１３：００～１５：００ 

Consulta  em  prol  dos  Estrangeiros 
(Associacao Internacional de Iwakura) 
４.Fev（domingo）. １８.Fev（domingo） 
Das １３：００～１５：００hs 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室
となっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の
休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■税務相談 
２月１日（木）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
２月２日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
２月４日（日）、１８日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
２月５日（月）、１９日（月）午後１時～３時３０分 
■知的障害者相談 
２月８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
２月９日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
２月９日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
２月１３日（火）、２８日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け
付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
２月１４日（水）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
２月１６日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談 
★戦没者遺族相談 
■年金相談 
２月２６日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりま
せん。経験豊かなボランティアが電話で相談をお
受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

▲
 

▲
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談

に
よ
る
家
族
、
個
人
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約

書
等
の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
‐
３
６
２
０

‐
７
６
５
４
）
 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
０
）
 

介護保険制度改正のポイント 

第2号被保険者の特定疾病にがん末期が 
追加されました 
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伊
藤
竜
宏
・
亜
香
さ
ん
の
長
男
凌

生
く
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
凌
生
く
ん
の
誕
生
は
、
私
た
ち
家

族
に
大
き
な
喜
び
と
た
く
さ
ん
の
笑

顔
を
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
日

々
感
情
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
凌
生

く
ん
に
て
こ
ず
り
な
が
ら
も
、
何
か

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
姿
を

み
る
度
に
、
な
ん
だ
か
す
ご
く
う
れ

し
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
感

じ
る
毎
日
で
す
。
い
つ
の
日
か
「
こ

ん
な
時
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
」
と
言

い
な
が
ら
、
こ
の
写
真
を
見
る
時
が

く
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

凌
生
く
ん 

り
ょ
う
せ
い 

い 

と
う
た
つ
ひ
ろ 

あ
　
こ 

手
づ
く
り
活
動
で
仲
間
づ
く
り 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

手
づ
く
り
文
化
普
及
振
興
会 

ふ
れ
あ
い
支
え
合
い

ふ
れ
あ
い
支
え
合
い

           　
手
づ
く
り
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な
た
も
一
緒
に
楽

し
く
過
ご
せ
る
場
所
を
身
近
に
つ
く
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
１８
年
９
月
に
、
本
法

人
を
設
立
し
ま
し
た
。
 

　
「
教
え
る
人
も
教
わ
る
人
も
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」
を
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

こ
の
冬
は
、
道
具
を
使
わ
ず
指
を
使
っ
て

編
む
「
指

編
み
」
を

し
ま
し
た
。

教
え
る
人

の
ほ
と
ん

ど
は
、
初

心
者
で
し

た
が
、
参

加
し
て
く

だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
は
、

マ
フ
ラ
ー
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
大
好
評
で
し
た
。
 

　
今
後
も
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
楽
し
い
企
画
を
提
案

し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

　
講
習
の
出
前
も
し
ま
す
の
で
、
地
域
グ

ル
ー
プ
等
で
手
づ
く
り
講
習
を
お
考
え
の

際
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
手
づ
く
り
文
化
普
及
振
興
会
で
は
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
趣
味
を
生
か

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
た
い
人
、

今
か
ら
新
し
い
趣
味
を
見
つ
け
て
活
動
し

て
く
だ
さ
る
人
、
教
え
る
の
が
初
め
て
の

人
、
大
歓
迎
で
す
。
関
心
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

★
定
例
会
…
毎
月
第
１
木
曜
日
午
前
１０
時
、

お
さ
や
ビ
ル
２
階
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
手
づ

く
り
文
化
普
及
振
興
会
　
宮
川
（
☎
０
９

０
―
６
０
９
２
‐
１
３
３
３
　
６
６
‐
０

０
０
３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://lw
w
.ne.jp/tezukuri/

）
ま
で
。
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両
部
祐
一
・
綾
子
さ
ん
の
長
男
汰

劾
く
ん
（
３
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
お
調
子
者
の
汰
劾
く
ん
。
す
ぐ
に

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
わ
ん
ぱ
く

坊
主
に
な
る
の
で
、
母
さ
ん
は
目
が

は
な
せ
ま
せ
ん
。
で
も
汰
劾
の
元
気

な
姿
が
パ
パ
と
母
さ
ん
の
元
気
の
元

で
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
明
る
く
楽
し
く
大
き

く
な
っ
て
ね
。
 

汰
劾
く
ん 

た
い
　
が 

り
ょ
う 

べ
　
ゆ
う  

い
ち 

あ
や 

こ 

身近なものが便利道具に大変身！
●あいち防災リーダー　　栗 原 勇 吉  

く り 　 は ら 　 ゆ う 　 き ち  

ごみ袋 
カッパ防寒 

　首と腕のところ

に穴をあけて、角

をかわいく折りま

す。 

　頭からすっぽり

かぶればカッパに

早変わり！ 

ポリタンク 

　灯油のポリタンクの中にごみ袋を入れて口を出せば、

水を安心して入れられます。 

食器洗いおけ・洗面器がわり 

　ダンボール箱の内側にごみ袋をひけば、洗いおけに早

変わり！　箱の大きさを変えれば使い方もいろいろ。 

ラップ 
皿の汚れ防止 

　盛り付け前に皿に敷くことで、洗わなくてすみます。

おにぎりも包めば皿がいりません。 

伝言メモの防水 

　居場所を知らせる伝言メモも包

めば濡れず、字も消えません。 

包帯がわり 

　骨折は雑誌を巻きつけて当て木

代わりに使い、ラップを

巻きつければギプス代わ

りになります。 

雨よけ 

　帽子にラップを巻くだけで、ちょっとした傘がわりに

なります。 

　生活の場にある身近な品物も、緊急時には、工夫しだいでさまざまな用途で使用することができます。ここでは、
その一例をご紹介します。 

ごみ袋 
ふくろ 

週
間 



26平成19年2月1日 22

岩倉南部中学校 

創立30周年創立30周年めでたく�創立30周年�を迎えました
　
 

  　
平
成
１８
年
１１
月
１９
日
（日）
に
、
創
立
３０
周
年
記

念
集
会
と
南
中
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
石

黒
靖
明
市
長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
招
い
て
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
開
校
３０
年
を
祝
し
て
地
域
の
方
々
か
ら
木
遣

や
か
ら
く
り
人
形
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
か
ら
は
心
温
ま
る
コ
ー
ラ
ス
を

い
た
だ
き
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
 

                 　
南
中
一
同
来
校
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方

々
に
感
謝
し
ま
す
。
 

県大会（４６人） 
剣道男子団体…石川蓮、石黒宏明、佐藤優文、後藤基仁、小島光博、西郷裕貴、
　　　　　　　長尾圭悟 
軟式野球部…水越、近藤（弘）、池戸、武藤、近藤（眞）、森、山口、近藤（蒼）、
　　　　　　　松下、杉浦、渡辺（亮）、榊原（叔）、木本、渡辺（戦）、榊原（毅）、
　　　　　　　鷲津、一ノ澤 
卓球男子団体…深田雄介、高木勇希、大島宗一郎、松浦康平、樋口正寛、杉村
　　　　　　　優一、奥田通典、吉田良 
卓球女子個人…谷田紗英 
柔道男子団体…兼子拳吾、藤本拓、　浪歩実、喜屋武アンドレス、松田裕樹、
　　　　　　　濱田凌、水野稔元 
柔道女子団体…　浪真歩、小関冴佳、磯部志織 
柔道男子個人…兼子拳吾、藤本拓、　浪歩実 
柔道女子個人…小関冴佳、　浪真歩 
水泳男子個人（２００ｍ個人メドレー）…橋口孝太 
陸上女子個人（走り高跳び）…浅田祥子、水越朱音 

東海大会（１０人） 
剣道男子団体…石川蓮、石黒宏明、佐藤優文、後藤基仁、小島光博、西郷裕貴、
　　　　　　　長尾圭悟 
柔道男子個人…　浪歩実 
柔道女子個人…小関冴佳 
水泳男子個人（２００ｍ個人メドレー）…橋口孝太 

　今年剣道部男子団体・柔道部男女個人・水泳男子個人が愛知県代表として東
海大会に出場し活躍しました。 

創
立
３０
周
年
記
念
集
会
＆
 

南
中
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

▲体育館での記念式典 

▲平成１８年度西尾張大会 
団体優勝　軟式野球部 

▲平成１８年度県大会 
男子団体第５位　剣道部 

06年中学校総合体育大会での活躍 

平成１８年度大会出場者 

▲下本町の木遣 

▲山車のからくり人形 

▲からくり人形のお囃子 



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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　１月７日、総合体育文化センターで「新成人の
つどい」が開催され、成人を迎えた３６１人が参
加し、新しい門出を祝いました。 
　この行事は、新成人９人の実行委員で企画・運
営されました。実行委員による太鼓演奏で始まり、
式典やクイズなどが行われました。 
　当日は雪が降る悪天候でしたが、会場は色とり
どりの振袖姿や真新しいスーツ姿の新成人たちで
いっぱいになり、久しぶりに会う友人や恩師と談
笑したり記念写真を撮るなど、和やかな雰囲気に
包まれていました。 

　１月６日、市役所１階ロビーで新春コンサート
が開かれ、８４人の皆さんが訪れました。 
　このコンサートは毎年開催されており、今年は
琴とフルートという和と洋の楽器で「泉」や「壱
越」、また新春にお馴染みの曲「春の海」も演奏
されました。 
　訪れた皆さんは、心地よい和洋折衷の音色に耳
を傾け、新春気分を味わっていました。 

新しい年を迎えて 
～新春コンサート～ 

　１月７日、岩倉市立体育館（北小体育館）で消
防団員、婦人防火クラブ、消防職員１１４人が集
まり、消防出初式が行われました。 
　この日は、早朝から大雪になり、グラウンドで
の分列行進は中止になりましたが、永年、防火活
動に貢献された人たちの表彰などが体育館で行わ
れました。 
　式典は、「火の用心」三唱で締めくくられ、防
火に対する新たな掛け声が、体育館に響き渡りま
した。 

心新たに火の用心 
～消防出初式～ 

友とともに晴れの日を祝う 
～新成人のつどい～ 



古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,678人(－42人) 
            男性／24,265人(－21人) 
            女性／24,413人(－21人) 
         世帯数／19,987世帯(－2世帯) 
        （１月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　q0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　q66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　q38-3119

2

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

1

15 健康相談（ふれあいセンター） 

★すくすく育児教室　★３歳児健康診査　 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日／中本町･東町･中野町･鈴井町 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

その２　名神側道北橋 
　名神側道北橋は、名前のとおり名神高速道路の北側にある

側道（市道）が五条川を渡る橋です。 

　橋長２０.４㍍、幅６．０㍍のコンクリート造りで石仏町稲

葉と井上町畑田を結んでいます。 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

愛知県知事選挙投票日 
　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻咽喉科） 

建国記念の日 
　休日急病診療（有馬良成　有馬医院） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

振替休日 
　休日急病診療（向井研　いわくら耳鼻咽喉科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★BCG 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

五条
川２４橋


